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研究実践集（第１３号）の発刊に寄せて 

  

ここに、令和５年度の研究実践集が完成しました。 

 これまで試行錯誤しながらも、研究主題「一人一人の自己肯定感を高め、主体的に活動

する姿を目指して」のもと、教職員一丸となって児童生徒への指導・支援について検討を

重ねてきた取組みのまとめです。 

三年間の研究の二年次である今年度は、一年次の成果と課題を踏まえて、副題を「～主

体的に活動するための支援と手立ての工夫～」とし、以前の研究成果である＜チャレンジ

したくなる授業づくりの３つの視点＞を参考にしながら授業実践に取り組みました。 

グループ内で対象児童生徒を決めてバトンをつなぎながら支援を検討する一人一実践や

７月の校内授業研究会、11 月の公開授業研究会などをとおして、本実践集に記されている

ように児童生徒が主体的に取り組むための具体的な支援をたくさん確認することができま

した。また、昨年度の反省で実践の共有が課題であったことから、今年度より「jamboard」

を活用した事後研究会を繰り返し行いました。慣れるまでやや時間がかかりましたが、こ

れまで以上に話し合いが深まり、成果につながったと感じています。 

ただ、取組みの中で大きな課題も見えてきました。授業場面での有効な支援はたくさん

見られたものの、その授業の基盤となる単元や年間の指導計画といった面からの検討が不

十分ではないかという意見が多く出されたことです。またカリキュラム・マネジメントに

立ち返るわけですが、これは堂々巡りではなく、本質が見えてきたことによるバージョン

アップと捉えています。児童生徒の学びの履歴をしっかり踏まえた学習計画が児童生徒の

興味関心や主体的な姿を後押しすることは言うまでもありません。また、単なる活動の配

列ではなく、育てたい力を軸とした教科等横断的視点でカリキュラム・マネジメントに取

り組むことで、児童生徒の価値ある学びが実現し、自己肯定感の高まりにもつながってい

きます。 

次年度は、本研究の最終年次になります。これまでの支援の工夫に加えて、カリキュラ

ム・マネジメントにも力点を置くことには難しさもあるとは思いますが、今後につながる

意義の大きい取組みとして、前向きにチャレンジしていきたいと考えています。 

そのような展望もお含みいただきながら、本実践集をぜひ御一読いただき、忌憚のない

御意見を頂戴できれば幸いです。 

最後になりますが、今年度の授業研究会において大変貴重な御助言をいただきました、

山形県教育センター特別支援教育課 課長 古澤 智 様、 同指導主事 伊藤 綾 様 

はじめ、御指導いただきました関係各位に心より感謝申し上げます。 

 

令和６年３月 

山形県立楯岡特別支援学校  校 長  沓 澤  聖 
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